
本県土木部では、宮城県震災復興計画の土木建築行政分野の部門別計画である宮城県社会資本再生・
復興計画の基本理念として、「次世代に豊かさを引き継ぐことのできる持続可能な宮城の県土づくり」
を掲げ、災害に対し粘り強い県土構造へ転換を図るほか、高台移転、職住分離、多重防御による大津波
対策など、沿岸防災の観点から被災教訓を活かした「災害に強いまちづくり宮城モデルの構築」に全力
で取り組んでいます。
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詳細については、宮城県土木部防災砂防課のHP
（https://www.pref.miyagi.jp/site/0311densyogensaip/）
をご覧ください

○災害に上限はない
○レベル1、レベル2津波と「減災」への転換
○津波が超えることが前提の防潮堤とまちづくり
○防潮堤と住民の高い防災意識がセットになって
「災害に強いまちづくり宮城モデル」が完成する


